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大
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

防
止
の
観
点
か
ら
、
事
前
に
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
を
受
け
陰
性
を
確
認

し
て
の
開
催
と
な
っ
た
。

竹
内
副
委
員
長
が
開
会
挨
拶

を
行
い
、議
長
団
を
選
出
し
た
。

資
格
審
査
報
告
で
は
、
代
議
員

定
数
1
2
3
名
の
内
、
1
1
7

名
出
席
、
委
任
状
5
通
で
大
会

の
成
立
を
確
認
し
、
中
央
執
行

委
員
、
大
会
役
員
を
含
め
総
数

1
9
9
名
が
出
席
し
て
い
る
事

を
報
告
し
た
。

そ
の
後
、
柏
木
中
央
執
行
委

員
長
が
挨
拶
を
行
い
、
Ｉ
Ｔ
Ｆ

東
京
事
務
所
瀧
代
表
、
港
運
同

盟
日
吉
会
長
か
ら
連
帯
の
挨
拶

を
受
け
た
。

続
い
て
、
玉
田
書
記
長
が
議

案
の
提
案
を
行
っ
た
。

質
疑
応
答
で
は
、
18
名
の
代

議
員
か
ら
発
言
が
あ
り
、
原
案

を
支
持
・
補
強
す
る
立
場
か
ら
、

産
別
労
使
関
係
の
強
化
、
石
炭

荷
役
問
題
、
適
正
料
金
問
題
、

指
定
事
業
体
問
題
、
週
休
二
日

制
の
履
行
・
関
連
職
種
へ
の
支

援
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
っ
た
。

そ
の
後
、
柏
木
中
央
執
行
委

員
長
の
総
括
答
弁
を
受
け
、
全

て
の
議
案
が
満
場
一
致
採
択
さ

れ
た
。

な
お
、
22
秋
年
末
中
央
行
動

は
、
22
年
11
月
9
日
（
水
）
か

ら
10
日
（
木
）
に
設
定
し
、
行

政
交
渉
や
政
党
要
請
を
取
り
組

む
。
地
区
統
一
行
動
は
、
22
年

10
月
24
日
（
月
）
か
ら
11
月
4

日
（
金
）
を
統
一
行
動
ゾ
ー
ン

と
し
て
設
定
し
、
中
央
行
動
と

連
動
し
た
諸
課
題
と
地
区
独
自

の
課
題
も
掲
げ
て
取
り
組
む
と

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
23
春
闘
方
針
と
産
別

春
闘
要
求
は
、
単
組
・
地
区
港

湾
の
機
関
会
議
や
学
習
会
な
ど

を
通
じ
て
、
積
極
的
に
要
求
を

汲
み
上
げ
、
た
た
か
い
方
と
要

求
を
同
時
に
検
討
し
「
産
別
統

一
要
求
」
と
「
産
別
統
一
行
動
」

を
軸
に
、
た
た
か
う
23
春
闘
を

構
築
す
る
準
備
を
進
め
、
22
秋

年
末
闘
争
の
到
達
点
に
立
っ

て
、
23
年
2
月
7
日
（
火
）
か

ら
8
日
（
水
）
に
開
催
予
定
の

第
15
回
中
央
委
員
会
で
決
定
す

る
。
カ
ン
パ
金
に
つ
い
て
は
、

組
合
員
一
人
5
0
0
円
と
す

る
。
第
1
回
中
央
港
湾
団
交
と

要
求
書
提
出
は
、
23
年
2
月
15

日（
水
）を
念
頭
に
準
備
す
る
。

22
年
度
の
中
央
執
行
委
員
の

選
出
で
は
、松
谷
氏
、佐
藤（
史
）

氏
と
中
土
居
氏
の
3
名
が
退
任

さ
れ
、
新
た
に
真
島
中
央
執
行

委
員
、
竹
内
委
員
長
代
行
兼
副

委
員
長
、
鈴
木
（
誠
）
副
委
員

長
、
橋
崎
、
川
村
、
新
妻
各
執

行
委
員
、
柏
木
前
委
員
長
の
顧

問
就
任
が
承
認
さ
れ
た
。

新
執
行
部
を
代
表
し
て
、
挨

拶
に
た
っ
た
真
島
新
委
員
長
は

「
仲
間
と
そ
の
家
族
を
守
る
産

別
組
織
を
目
指
す
」
な
ど
と
述

べ
た
。

そ
の
後
、
大
会
宣
言
と
ウ
ク

ラ
イ
ナ
決
議
を
満
場
一
致
採

択
、
瀬
戸
副
委
員
長
の
閉
会
挨

拶
を
受
け
、
最
後
に
真
島
委
員

長
の
「
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
」
三

唱
で
締
め
く
く
っ
た
。

全
国
港
湾
第
15
回
定
期
大
会
は
、
9
月
28
日
（
水
）
か
ら
29
日
（
木
）
に
か
け
て
、
横
浜
市

「
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
ー
ル
ヨ
コ
ハ
マ
」
に
於
い
て
議
長
団
に
石
渡
周
二
代
議
員
（
検
数
労
連
）
、
戸

田
良
一
代
議
員
（
大
港
労
組
）
を
選
出
し
開
催
さ
れ
た
。

大
会
は
、第
一
号
議
案
か
ら
第
五
号
議
案
及
び
22
年
度
中
央
執
行
委
員
の
選
出
と
大
会
宣
言
、

特
別
決
議
の
審
議
を
行
い
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
が
現
在
も
猛
威

を
振
る
っ
て
い
ま
す
が
、
エ
ッ

セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
し

て
、
昼
夜
を
問
わ
ず
現
場
で
の

作
業
に
従
事
し
て
い
る
組
合
員

の
皆
さ
ん
に
対
し
、
敬
意
を
表

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
油
断
す
る
事
な

く
、
ご
自
身
や
ご
家
族
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
や
感
染
予
防
対
策
等

こ
れ
か
ら
も
一
層
の
健
康
管
理

を
お
願
い
し
ま
す
。
近
年
は
、

死
亡
災
害
は
激
減
し
て
い
ま
す

が
、
休
業
4
日
以
上
の
災
害
は

ま
だ
ま
だ
高
い
割
合
で
発
生
し

て
い
ま
す
の
で
、
安
全
意
識
を

高
め
て
無
事
故
無
災

害
の
安
全
作
業
の
徹

底
を
お
願
い
致
し
ま

す
。日

本
経
済
は
、
円

安
や
原
油
価
格
の
高

騰
に
よ
る
輸
送
コ
ス
ト
増
で
諸

物
価
の
値
上
げ
が
続
き
、
国
民

の
暮
ら
し
や
中
小
企
業
の
事
業

継
続
は
、
厳
し
さ
に
直
面
し
て

お
り
ま
す
。
さ
ら
に
2
月
に
起

き
た
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
略
に
対
し
て
の
経
済
的
制

裁
に
よ
っ
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資

源
不
足
や
穀
物
不
足
で
価
格
が

高
騰
し
て
お
り
ま
す
。そ
し
て
、

異
次
元
の
金
融
緩
和
を
続
け
る

日
銀
の
金
融
政
策
に
よ
り
、
円

安
を
招
き
物
価
の
上
昇
が
止
む

気
配
は
無
く
、
国
民
の
暮
ら
し

は
益
々
厳
し
く
な
っ
て
お
り
ま

す
。
政
策
金
利
を
見
直
さ
な
け

れ
ば
根
本
的
な
解
決
は
で
き
な

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ

れ
は
、
「
大
企
業
が
円
安
で
利

益
を
得
て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
。」

と
言
っ
て
い
る
経
済
学
者
も
お

り
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
22

春
闘
で
勝
ち
取
っ
た
大
幅
賃
上

げ
の
成
果
も
水
泡
に
帰
す
と
言

わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

私
た
ち
執
行
部
は
昨
年
の
定

期
大
会
で
は
、
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
に
相
応
し
い
労
働

条
件
の
確
保
、
Ｒ
Ｔ
Ｇ
遠
隔
操

作
化
な
ど
に
見
ら
れ
る
体
制
的

合
理
化
と
の
闘
い
、
非
効
率
石

炭
火
力
発
電
老
朽
施
設
の
廃
止

・
縮
小
に
よ
る
、
港
湾
労
働
者

の
雇
用
確
保
等
に
つ
い
て
の
方

針
を
確
立
し
取
り
組
み
ま
し

た
。
そ
し
て
中
央
委
員
会
で
採

択
さ
れ
た
春
闘
方
針
に
基
づ

き
、
関
係
行
政
を
は
じ
め
、
日

本
貿
易
会
、
外
船
協
や
政
党
へ

の
申
し
入
れ
を
積
極
的
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

22
春
闘
で
す
が
、
現
時
点
で

も
妥
結
に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ

ん
。
長
期
休
憩
中
で
す
。
組
合

の
主
張
は
妥
結
し
て
い
る
組
合

に
お
い
て
も
、
過
去
に
何
度
も

確
認
し
て
き
た「
下
払
い
料
金
」

が
確
保
さ
れ
て
い
な
い
と
主
張

し
、
こ
れ
は
要
求
1
．
―（
1
）

に
係
る
課
題
で
、
そ
の
回
答
が

具
体
的
に
履
行
さ
れ
て
い
な
い

と
追
及
し
ま
し
た
。
日
港
協
が

主
導
的
役
割
を
発
揮
し
て
、
料

金
確
保
を
進
め
、
妥
結
に
向
け

た
検
証
は
、
今
後
の
産
別
交
渉

の
在
り
方
を
決
め
る
大
事
な
局

面
と
感
じ
て
お
り
ま
す
の
で
、

納
得
の
得
ら
れ
る
検
証
結
果
を

求
め
、
団
結
力
を
も
っ
て
、
産

別
に
相
応
し
い
対
応
で
妥
結
を

目
指
し
て
欲
し
い
と
望
み
ま

す
。
日
港
協
並
び
に
港
運
元
請

各
社
に
は
、
各
個
別
交
渉
、
或

い
は
、
地
区
労
使
交
渉
を
後
押

し
て
、
魅
力
あ
る
港
湾
労
働
環

境
整
備
が
行
え
る
よ
う
誠
実
に

対
応
し
て
貰
い
、
政
府
施
策
を

推
進
す
る
取
組
み
は
、
来
年
以

降
も
継
続
し
て
貰
う
よ
う
に
交

渉
い
た
し
ま
し
た
。

指
定
事
業
体
の
課
題
に
つ
い

て
は
、
21
年
春
闘
協
定
、
及
び

覚
書
の
履
行
を
再
確
認
し
た
22

春
闘
協
定
（
案
）
に
則
り
、
関

係
委
員
会
で
真
摯
な
対
応
で
、

早
急
な
解
決
を
図
り
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

中
労
委
の
動
向
に
つ
い
て
、

全
国
港
湾
は
産
別
交
渉
が
独
禁

法
に
抵
触
し
な
い
と
の
主
張
に

不
動
の
確
信
を
持
っ
て
い
ま

す
。
7
月
13
日
に
行
わ
れ
た
、

中
労
委
第
4
回
調
査
で
結
審
と

な
り
ま
し
た
。
命
令
の
発
出
ま

で
に
は
半
年
ほ
ど
掛
か
る
と
見

ら
れ
て
い
ま
す
。日
港
協
は「
法

的
判
断
を
求
め
る
。
」
と
の
姿

勢
で
、
中
労
委
の
判
断
は
「
行

政
判
断
」
だ
と
し
て
、
地
裁
に

上
訴
す
る
姿
勢
を
崩
し
て
い
ま

せ
ん
。
そ
う
な
る
と
更
な
る
長

期
化
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

単
組
の
大
会
で
も
議
案
書
の

経
過
報
告
や
運
動
方
針
案
の
中

で
も
多
く
の
産
別
関
連
課
題
等

が
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
産

別
と
し
て
し
っ
か
り
対
応
し
て

行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強

く
感
じ
て
い
ま
す
。

結
び
に
、
本
定
期
大
会
で
報

告
さ
れ
る
経
過
や
提
案
さ
れ
る

運
動
方
針
案
を
、
代
議
員
に
よ

る
活
発
な
議
論
に
よ
り
、
確
固

た
る
運
動
方
針
と
し
て
確
立

し
、
団
結
力
を
強
化
し
、
産
別

の
下
に
結
集
し
て
、
魅
力
あ
る

港
湾
労
働
の
実
現
に
向
け
運
動

を
前
進
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

共
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

全
国
港
湾
は
、
1
9
7
2
年

の
結
成
以
来
今
年
で
50
周
年
を

迎
え
た
。
そ
の
記
念
事
業
の
一

環
と
し
て
、
第
15
回
定
期
大
会

終
了
後
の
9
月
29
日
14
時
よ
り

記
念
祝
賀
会
が
「
ロ
イ
ヤ
ル
ホ

ー
ル
ヨ
コ
ハ
マ
」
に
於
い
て
開

催
さ
れ
、
多
く
の
御
来
賓
を
お

招
き
し
て
3
5
0
名
余
り
が
出

席
し
盛
大
に
執
り
行
わ
れ
た
。

会
場
の
一
角
に
は
、
全
国
港

湾
草
創
期
に
ご
活
躍
さ
れ
た
、

故
吉
岡
議
長
、
故
植
草
事
務
局

長
の
写
真
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら

れ
、
参
加
者
が
各
々
個
人
を
偲

び
見
入
っ
て
い
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
は
、
和
太

鼓
の
演
奏
が
あ
り
、
柏
木
実
行

委
員
長
の
開
会
宣
言
の
後
、
先

の
定
期
大
会
で
新
任
さ
れ
た
真

島
中
央
執
行
委
員
長
が
開
会
に

先
立
ち
挨
拶
を
行
っ
た
。

来
賓
祝
辞
で
は
、
一
般
社
団

法
人
日
本
港
運
協
会
小
野
孝
則

労
務
委
員
長
、
一
般
社
団
法
人

横
浜
港
ハ
ー
バ
ー
リ
ゾ
ー
ト
協

会
藤
木
幸
夫
会
長
、
全
日
本
港

湾
運
輸
労
働
組
合
日
吉
正
博
会

長
、
国
土
交
通
省
港
湾
局
港
湾

経
済
課
奈
良
和
美
課
長
、
厚
生

労
働
省
高
齢
・
障
害
者
雇
用
開

発
堀
井
奈
津
子
審
議
官
よ
り
頂

戴
し
た
。

そ
の
後
、
Ｉ
Ｔ
Ｆ
（
国
際
運

輸
労
連
）
会
長
か
ら
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
が
読
み
上
げ
ら
れ
、
鏡
開

き
、
糸
谷
顧
問
よ
り
乾
杯
の
ご

発
声
を
頂
き
、歓
談
と
な
っ
た
。

祝
賀
会
の
最
後
は
、
竹
内
委

員
長
代
行
の
お
礼
の
言
葉
で
中

締
め
と
な
り
、
盛
会
裏
に
お
開

き
と
な
っ
た
。

そ
の
他
50
周
年
記
念
事
業
の

一
環
と
し
て
は
、
「
全
国
港
湾

結
成
50
年
史
」
の
発
刊
と
「
港

湾
労
働
政
策
研
究
所
（
仮
称
）
」

の
設
立
を
予
定
し
て
い
る
。

8
月
末
に
防

衛
省
の
来
年
度

概
算
要
求
が
公

表
さ
れ
た
が
、

そ
の
額
は
過
去

最
高
の
規
模
と

な
っ
て
い
る
。

今
年
度
の
当
初
予
算
比
3
・
6

％
増
の
5
兆
5
9
4
7
億
円
。

さ
ら
に
金
額
を
示
さ
な
い
『
事

項
要
求
』
を
多
数
盛
り
込
み
、

年
末
の
来
年
度
予
算
編
成
で
は

大
幅
な
上
積
み
が
確
実
視
さ
れ

て
い
る
▼
国
民
が
コ
ロ
ナ
禍
や

物
価
高
で
苦
し
ん
で
い
る
の

に
、
な
ぜ
防
衛
費
予
算
ア
ッ
プ

す
る
の
か
▼
岸
田
首
相
が
5
月

の
日
米
首
脳
会
議
で
『
防
衛
費

の
相
当
な
増
額
』
を
バ
イ
デ
ン

大
統
領
に
約
束
。
岸
田
政
権
が

6
月
に
決
定
し
た
経
済
財
政
運

営
方
針
（
骨
太
方
針
）
で
、
国

内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
比
2
％

以
上
を
念
頭
に
『
防
衛
力
を
5

年
以
内
に
抜
本
的
強
化
』
を
明

記
し
た
こ
と
な
ど
が
背
景
に
あ

る
。
Ｇ
Ｄ
Ｐ
2
％
な
ら
約
11
兆

円
だ
▼
こ
こ
で
い
う
『
事
項
要

求
』
と
は
『
防
衛
力
の
抜
本
的

強
化
』の
た
め
の
経
費
で
あ
り
、

防
衛
相
が
挙
げ
た
の
は
、
敵
基

地
攻
撃
に
も
使
え
る
『
ス
タ
ン

ド
オ
フ
防
衛
能
力
』
で
、
射
程

を
1
0
0
0
キ
ロ
程
度
に
延
ば

す
12
式
地
対
艦
誘
導
弾
の
量
産

な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
。
こ
の
こ

と
に
よ
っ
て
、
敵
基
地
攻
撃
能

力
の
保
有
が
既
成
事
実
化
さ
れ

る
恐
れ
が
あ
る
▼『
事
項
要
求
』

の
具
体
的
額
は
、
政
府
が
年
末

に
改
定
す
る
『
国
家
安
全
保
障

戦
略
』
な
ど
、
安
保
関
連
3
文

書
を
踏
ま
え
て
確
定
さ
れ
る
。

こ
の
ま
ま
放
っ
て
お
く
と
際
限

な
く
増
え
か
ね
な
い
防
衛
費
。

国
民
全
体
の
注
視
が
大
切
だ
。
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